
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

Ⅰ 研究主題  

「中学校英語へスムーズに接続する小学校外国語活動の在り方について」 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

１ 小学校英語の現状と本研究部の役割 

  ここ数年、英語特区を受けた行政区の小学校あるいは文部科学省指定研究開発校などの実

践から、英語活動の本格導入に向け準備を進める小学校が増えてきた。そして、平成２０年

1 月の中教審答申、３月の学習指導要領改訂を受け、小学校 5・6 年生での外国語活動 35 時

間実施に向け、「何をねらうか」「どう指導したらいいのか」「指導時間はどうするのか」「人

材はどうするのか」様々なところから情報を集め、実践に移せるよう一気に動き始めた。か

つて、生活科・総合的な学習の時間創設の際にもそうであったように、創成期独特の活気・

熱気がある。 

  一方で、数年前から準備を進めていた学校と、他教科に重点を置いていた学校とで、もと

もと取組に温度差があった中で、一気に熱が上がったことから体制上の問題点や教師のまよ

い・子どものとまどいも大きくなっている。小学校外国語活動の現状には次に示す４つの問

題点がある。 

（１）これまでの準備の進度に差があり、１５～２０時間を実施していた中で 35 時間実施

に向け準備を急ぐ学校と、５～１０時間を実施していた中で本格導入に向け準備を急ぐ

学校など、それぞれの学校が急いでいるが集めようとしている情報が違い、うまく高め

合っていけていない。 

（２）中学校の指導内容の前倒しの是非や文字指導の是非、指導者の正しい発音が重要か否

かなどに議論があるように、指導方法や指導形態、指導内容が学校ごとにまちまちであ

る。 

（３）上記（1）（2）より、異なった指導方法・内容を経験してきた子どもたちが一つの中

学校に入学してくることになり、中学校教師が戸惑うばかりか中学校英語授業導入期の

子どもたちに良い影響は与えない。 

（４）時間数や指導形態など、いわゆる「形」を合わせることのみに追われてしまうと、小
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概要説明  
 

小学校 5・6 年生での外国語活動 35 時間実施に向け、各学校とも実践に移せるよう一気に 

動き始めた。一方で教師のまよい・子どものとまどいも大きくなっている。特に、異なった

指導方法・内容を経験してきた子どもたちが一つの中学校区に入学してくる状況から生じる

とまどいは大きい。そこで、「中学校への接続」を中心テーマに据え、①小学校で扱う英単語

②小学校でのアルファベット指導③小学校での発音指導④アクティビティの工夫、以上 4 点

について、実践研究する。小学校段階でスタートするからこそ培われる力を十分に積み上げ、

かつ中学校英語により良い形で接続する小学校外国語活動の在り方を提案する。 

 

 



学校外国語活動完全実施までの準備期間の２年間を有効に使えず、学習指導要領に示さ

れる外国語活動のねらいの理解、取組の方向性、指導方法、指導内容がまちまちなまま

固まってしまう可能性がある。 

こうした問題を解決しつつ、創成期の熱気の中でより良い小学校外国語活動の授業を

創りだしていくには、やはりモデルを発信していく必要がある。その一端を担うことが

できればというのが本研究部の願いであり、果たすべき役割であると捉えている。 

２ 研究テーマのしぼりこみ 

  問題解決のために、取組むべき課題は山積している。具体的には次の８つが挙げられる。 

 ●英語でコミュニケーションする力を育成するための義務教育 9 年間を見通したカリキュラム

（指導段階）の見直し 

 ●AＥT 配置体制の充実 

 ●小学校教師の英語授業に関するスキルアップ 

 ●指導内容・題材の統一 

 ●指導方法の確立 

 ●ローマ字指導・アルファベット指導の改善 

 ●英語ノートの活用法 

 ●教材の整備       

 しかし、上記の全てを本研究部で扱っていくことは物理的に不可能である。そこで、本研究

部では、既に問題として表出している「中学校英語への接続」を中心テーマに据える。指導内

容の統一やアルファベット指導などテーマを追究する過程で関連して解決される課題が多くあ

り、子どものとまどいの解消につながると考えるからである。それには、小学５年～中学３年

の５年間を見通し、中学校英語により良い形で接続する小学校外国語活動の授業と、小学校で

培われてきた力を生かす中学校英語の授業とを創りだしていかなければならないが、前項でも

述べた通り特に喫緊の課題である小学校外国語活動の授業づくりに取組を絞り、具体的な提案

をしたいと考え、本研究テーマを設定した。 

 

Ⅲ 研究の内容および方法 

１ 研究の方向性（研究部委員による協議と小学校教師・中学校教師へのリサーチから） 

  本来、本研究では、先に挙げた課題「コミュニケーション力を育成するための義務教育 9

年間を見通したカリキュラム（指導段階）の見直し」から取り組み、地に足をつけ具体策を

講じていくべきである。しかし、研究の規模（人数や期間など）なども鑑み、本来の研究の

方向性を念頭に置きつつ、既に問題を抱えている現場の教師の声から取組の柱を設定するこ

ととした。 

  研究部委員のリサーチでは、中学校英語教師からは「アルファベットに慣れていてほしい。」

「せめて名前を英語で書けるようにしておいてほしい。」「中学校に上がってくる複数の小学

校で、子どもの英語への慣れ、既習の内容が違いすぎる。これを何とかしてほしい。」「英語

に慣れた状態で上がってくる。AET と何の違和感もなく触れ合えていてありがたい。」「小学

校では、英語の歌をたくさん扱って体全体で吸収してほしい。」小学校教師からは「英語に慣

れ親しむことしかできない。」「正しい発音をと言われると苦しい。」「発音指導や文字指導は

しなくてよいのだろうか。」といった声が聞かれた。こうした声から、取組の柱を設定し策を



講じる作業は、適切な表現ではないかもしれないが、小学校と小学校・小学校と中学校を繋

ぐ線を増やし、一本一本の線それぞれに何を・いつから・どのようにという観点で色をつけ

ていくイメージで進めていきたい。小学校と小学校の線はみなほぼ同じ色になり、小学校と

中学校との境界は、一本の切れ目でなく、線で紡がれるとともに線の色によって繋ぎ目の模

様がはっきりとしてくる。結果として、中学校の先取りのような形となる内容・方法もあれ

ば、中１後半と中２後半に生徒の取組が大きく変化するポイントがあることを踏まえ小学校

の後を引くような形で生かされる指導法もあるかもしれない。 

  いずれにせよ、中学校の前倒しか否かということではなく、学校間の差なく、子どもが英

語に慣れ親しみ自然に吸収する形で基礎を培い、加えて、小学 5 年～中学 3 年の 5 年間とり

わけ小学校段階と中学 1 年とを有効に段階的に積み上げていくために、小学校ではどのよう

な内容を・どの段階から・誰が・どのような教材を使って・どのような方法で指導していく

べきか現段階で確立したカリキュラムを提案していく。それが課題解決への有効な策となり、

さらに今後の研究の礎になればと願う。 

２ 研究の内容 

  上で述べたような経緯から、本研究で取り組む内容は以下の事柄である。 

 （１）所沢市内小学校で共通して扱うべき単語の選定 

 （２）アルファベット指導 

 （３）発音の指導 

 （４）自然な発話を生むアクティビティ（言語活動）の工夫 

 （５）(1)～(4)それぞれの要素を組み合わせた授業提案 

３ 研究方法の概要 

 （１）所沢市内小学校で共通して扱うべき単語の選定については、日常会話で使用頻度が高

いものや英語でコミュニケーションを図るときに必要度が高いものなど、生活場面をベー

スに選定し、一覧表を作成する。 

 （２）アルファベット指導については、先行研究を参考に指導内容と方法を提案する。研究

授業・研究協議を通して検証する。 

 （３）発音の指導については、既存の習得プログラムや先行研究を参考に年間を通して行え

る指導方法を具体的に提案する。研究授業での検証を含め、授業実践を通して指導内容・

指導方法について検証する。 

 （４）自然な発話を生むアクティビティの工夫については、先行研究を参考に活動を構成し

提案する。研究授業・研究協議を通して検証する。 

 （５）(2)～(4)を組み合わせた授業提案については、研究員の協議から１単位時間の学習過程

を提案する。研究授業・研究協議を通して検証する。 

 

Ⅳ 具体的な提案および実践 

１ 小学校で共通して扱うべき「英単語」の選定 

（１）ねらい 

①小学校段階での共通指導による、中学校入学段階での既習のばらつき改善 

②小学校の学級担任と中学校英語科教諭の共通理解による、指導の一貫性の確立 

（２）選定の方法 



単語の選定に際しては、「英語ノート（試作版）の巻末『英語ノート』で取り扱われる主

な語彙の一覧」と所沢市内で使っている教科書「SUNSHINE ENGLISH COURSE 1 の巻

頭」に重複している単語を中心に、特に①日常、身近に触れているもの②発達段階上の難

度が適切であるもの③日常会話で使用頻度が高いもの④英語でコミュニケーションを図る

ときに必要度が高いものをピックアップする。 

（３）提案内容 

  ①小学校で共通して扱うべき英単語一覧 ☆印・・・英語ノートで取り扱われる主な語彙 

数字 (22) フルーツ (10)
zero 零、０ ☆ eleven １１、１１の ☆ apple リンゴ melon メロン

☆ one １、１の ☆ twelve １２、１２の ☆ banana バナナ strawberry イチゴ
☆ two ２、２の ☆ thirteen １３、１３の lemon レモン cherry サクランボ
☆ three ３、３の ☆ fourteen １４、１４の pineapple パイナップル ☆ peach モモ
☆ four ４、４の ☆ fifteen １５、１５の orange オレンジ grape グレープ
☆ five ５、５の ☆ sixteen １６、１６の

☆ six ６、６の ☆ seventeen １７、１７の 食べ物 (8)
☆ seven ７、７の ☆ eighteen １８、１８の ☆ cabbage キャベツ ☆ pizza ピザ
☆ eight ８、８の ☆ nineteen １９、１９の ☆ steak ステーキ ☆ salad サラダ
☆ nine ９、９の ☆ twenty ２０、２０の ☆ spaghetti スパゲッティ ☆ juice ジュース
☆ ten １０、１０の ☆ thirty ３０、３０の ham ハム hamburger ハンバーガー

月の名前 (12) 天候 (4)
☆ January １月 ☆ July ７月 sunny 晴れた rainy 雨降りの
☆ February ２月 ☆ August ８月 cloudy くもりの snowy 雪の降る
☆ March ３月 ☆ September ９月 スポーツ (6)
☆ April ４月 ☆ October １０月 tennis テニス ☆ baseball 野球
☆ May ５月 ☆ November １１月 ☆ soccer サッカー ☆ basketball バスケットボール

☆ June ６月 ☆ December １２月 ☆ swimming 水泳 ☆ volleyball バレーボール

曜日の名前 (7) 動詞 (4)
☆ Sunday 日曜日 ☆ Thursday 木曜日 ☆ like ～が好き am
☆ Monday 月曜日 ☆ Friday 金曜日 play （競技・遊びなど）をする is
☆ Tuesday 火曜日 ☆ Saturday 土曜日 ☆ want ～がほしい are
☆ Wednesday 水曜日 have ～を持つ、もっている

生き物 (15) 身の回りの物 (9)
☆ bear クマ ☆ gorilla ゴリラ ☆ car 自動車 ☆ book 本
☆ bird 鳥 ☆ kangaroo カンガルー ☆ T-shirt Ｔシャツ ☆ pen ペン
☆ cat ネコ ☆ koala コアラ ☆ sweater セーター ☆ bag かばん
☆ eleghant ゾウ ☆ lion ライオン ☆ skirt スカート ☆ sock(s) くつ下
☆ fish 魚 ☆ panda パンダ ☆ cap （ふちなし）帽子、野球帽

☆ giraffe キリン ☆ sheep ヒツジ 気持ち (8)
☆ dog 犬 ☆ rabbit ウサギ bad いやな、不愉快な great 気分がいい

☆ penguin ペンギン fine 元気で ☆ happy うれしい、楽しい

good 心地のよい、楽しい sorry すまないと思う

色 (7) ☆ hungry 空腹の ☆ sleepy 眠い
☆ black 黒い、黒色の ☆ red 赤い、赤色の

☆ blue 青い ☆ white 白い、白色の 季節 (4)
brown 茶色の ☆ yellow 黄色の spring 春 fall 秋

☆ green 緑（色）の summer 夏 winter 冬

疑問詞 (８)
what 物・ことを尋ねる whose 所有者を尋ねる

who 人を尋ねる which 選択を尋ねる 方向 (4)
when 時を尋ねる how 状態を尋ねる ☆ left 左の（に） front (forward) 前、前へ

☆ where 場所を尋ねる how many 数を尋ねる ☆ right 右の（に） back 後、後へ

代名詞 (3) その他 (3)
I 私は、私が it 天候・寒暖・時間をさす ☆ name 名前 ☆ can ～できる

☆ you あなたは、あなたが ☆ please 依頼するときに使う  

 



  ②活用の仕方 

・児童の理解を助け、心理的なストレスを軽減するために、有効に文字を提示する。 

・「絵」、「実物」、「実演」の提示による理解を促すことと、文字を補助的に提示すること

を併用し、言語活動を円滑に進める。 

２ アルファベットの指導方法についての提案 

（１）ねらい 

英語学習を想定に入れ、小学校段階から第一歩をスタートさせる文字指導の提案 

①ローマ字指導の改善 

②アルファベット２６文字（大文字・小文字あわせて５２文字）への慣れ 

（２）提案方法の詳細 

   ローマ字指導については、改善の視点を具体的に提案する。 

   アルファベット指導については、1 年間の活動の中でトピックス的に取り入れていける

活動を例示するとともに、指導の際の留意事項を明らかにする。例示する活動の内の 1 つ

「単語を書き写す活動」を提案授業での活動に取り入れ検証する。詳細は、「４ 授業提案」

の項においてまとめる。 

（３）ローマ字指導の改善およびアルファベット指導の導入についての提案 

①ローマ字指導における改善の視点 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

②アルファベット指導の具体的指導例 

   文字に親しむことを前提とし、これまでは中学校１年生の入門期で行われてきた指導を 

より気軽に５２文字すべてを覚えることを目標としたい。 

○アルファベットソング 

（ABCDEFG…）を「きらきら星」のメロディーで歌うおなじみの「ABC…」の歌等 

 ○アルファベットかるた 

    大文字・小文字のカードを用意し、教師の発音に合わせてカードを取っていく。 

(1)ひらがな 50 音の表の通りに５つの母音（ a i u e o ）、及び、それが他の文字と

組み合わされ成り立っていることを、表を用いて指導する。 

  (2)固有名詞や氏名以外では、できるだけ小文字を使用する。 

  (3)ローマ字は「ヘボン式」での指導を徹底してもらい、将来、英語学習では「日

本式」で不都合が多い点を強調しておきたい。特に、外国人にはヘボン式でない

と正しく読んでもらえないことをあげて、「例外的」な扱いで正しく教えていく。 

    (例) シ[shi]、チ[chi]、ツ[tsu]、フ[fu]、ジ・ヂ[ji]、ズ・ヅ[zu]  

  (4)のばす音（促音）、つまる音（撥音）の表記の例 

    納豆＝natto    大野＝Oｈno /Ono  小野＝Ono 

     太郎＝Taro    優子（ゆうこ）＝Yuko 

   由香＝Yuka=優香  東京＝Tokyo 

  (5)目標として、自分の氏名は全員書けることを求めたい。 

  (6)その他では、都道府県名や市町村名、及び外国人に紹介する機会の多い日本語

を中心に書く指導を進めていくとよい。（ヘボン式の活用にもつながる） 

  



   ○アルファベットビンゴ 

    １６マス、または、２５マスの表を用意して自分で記入させる。 

    文字の記述練習・文字の判別練習・聞き取り練習など様々な要素を含む。 

○単語を書き写す活動 

    その時間に扱う単語の中から、間違えやすい文字を含んだ 5 文字程度までの単語を 3

つ 4 つ選定し、書き写す。 

③アルファベット指導（文字指導）における留意事項 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④発音指導時における留意事項 

   アルファベット２６文字の発音だが、単語の中では個々の発音は関係なくなることもあ

る。学習の最初の段階で正確に押さえておきたい。中には、日本語読みと異なる語もある。 

 

 

 

 

 

 

(1) 英字練習用紙の活用 

  アルファベットの指導時・練習時には英文筆記用の 4 線の用紙を使用する。 

  特に、小文字では文字の大きさ、高さ、位置を正確に覚えていく必要がある。 

 (2) 大文字のうち、形の紛らわしい字や似ている字に注意する 

○       ×     ○      ×      ○      ×               大文字 小文

字 

  －    －    －       －     － 

l 
 

 (3) 小文字で線の長さや文字の向きに気をつけるもの（違う文字に判別されてしまう） 

 ａ－ｄ  ａ－ｕ  ｂ－ｄ  ｎ－ｈ  ｈ－

ｂ 

 ｒ－ｖ  ｐ－ｑ  ｒ－ｎ  ｇ－ｙ 
 (4) 小文字のうちで活字体とブロック体が違うもの（ブロック体の指導を望む） 

  ａ → ａ と記述    ｇ → ｇ と記述 

  (5) 大文字と小文字の形・大きさの比較（覚える目安に活用可） 

  ・同じ形 

   Ｃ－ｃ  Ｏ－ｏ  Ｓ－ｓ  Ｖ－ｖ  Ｗ－ｗ  Ｘ－ｘ  Ｚ－ｚ 

 ・似ている形 

  Ｆ－ｆ  Ｈ－ｈ  Ｉ－ｉ  Ｊ－ｊ  Ｋ－ｋ  Ｌ－ｌ  Ｍ－ｍ 

  Ｎ－ｎ  Ｐ－ｐ  Ｔ－ｔ  Ｕ－ｕ  Ｙ－ｙ 

 ・異なる形 

  Ａ－ａ  Ｂ－ｂ  Ｄ－ｄ  Ｅ－ｅ  Ｇ－ｇ  Ｑ－ｑ  Ｒ－ｒ 

(6) 文字の書き順 

大文字・小文字とも決まった書き順があり、最初の指導時には書き順を意識させて

いくとよい。正しい書き順のほうが形よく書ける。 

 

 （1）日本語読みと異なる音 

Ａａ  Ｈｈ  Ｌｌ  Ｍｍ  Ｎｎ  Ｒｒ  Ｖｖ  Ｚｚ 

(2) 特に日本人にとって音の区別がしづらいもの 

ＢｂとＶｖ    ＧｇとＺｚとＪｊ 

(3) 発音自体が難しい文字 

Ｌｌ   Ｒｒ   Ｍｍ   Ｎｎ 

 



３ 発音の指導方法についての提案 

（１）ねらい 

英語でコミュニケーションする力を育成するための土台づくりの提案 

①小学校の極力早い段階からネイティブの発音に触れることによる「聞く耳」の育成 

②日本語にない英語音の練習     

 

（２）提案方法の詳細 

   「音に着目する指導」と「ビンゴを取り入れた発音指導」について、それぞれ 1 単位時

間の中の 10 分程度を使い、年間を通し継続して取り組める方法を提案する。 

   「音に着目する指導」の方法については、以下に年間計画、実践事例、効果の検証につ

いてまとめる。 

   ビンゴを取り入れた発音指導については、所沢市立若狭小学校 小林泰義教諭の先行実践

を提案授業での活動に取り入れ検証する。詳細は、４授業提案の項においてまとめる。 

 

（３）音に着目する指導法の提案 

   アルファベットのそれぞれの文字を持つ音（音素）と文字の順序（つづり）の結びつき

（規則）を教えることで、読む能力を高める。たくさんの言葉を習得した後、帰納的につ

づりと音の規則を学習する。既習の語彙を使って教えることが大切である。ルールを教え

ることにこだわりすぎないよう注意する必要がある。 

   自分の力で読めるようになるとともに、自分が英語で話すことを文字で確認できるよう

になり、中学校英語への接続が容易になると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 留 意 点 】 

  ◎やるとよいこと 

・だれもがわかるように、必ず音声から文字という順にする。 

・アルファベットのたしざんをしっかり指導しみんなが読めるようにする。 

・日常生活の中にある英語の単語を読めるようにして自信をつける。 

・知っている歌や絵本などを文字で確認する。 

 

  ●やらないほうがよいこと 

・低学年から無理に文字を導入する。 

・文字ばかり見せる。 

 



（４）年間計画 

 

発音指導を、英語活動の１時間のうちの始めの６，７分の帯で、通年行う。 

授業 学習内容 活動 

１ アルファベットの音① 
歌に出てくる a～m の語彙と絵を線で結び、 

最初の文字を書く 

２ 言葉の最初の文字 
歌に出てくる n～z の語彙と絵を線で結び、 

最初の文字を書く 

３ アルファベットの音② 絵を見て単語の最初の文字を書いていく(a～m) 

４ 言葉の最初の文字 絵を見て単語の最初の文字を書いていく(n～z) 

５ 母音 a（３文字語）① ３文字語と絵を結び、四線に正しく文字を書く 

６ 母音 a（３文字語）② 空欄に a を書き入れて、３文字語１２語を読む 

７ 母音 a（３文字語）③ 
４×４のビンゴシートに単語を書き入れて 

ビンゴをする 

８ 母音 e（３文字語）① ３文字語と絵を結び、四線に正しく文字を書く 

９ 母音 e（３文字語）② 空欄に e を書き入れて、３文字語１２語を読む 

１０ 母音 a と e（３文字語） 
先生が２つの単語のうち１つを読み、 

生徒に単語を選ばせる 

１１ 母音 i（３文字語）① ３文字語と絵を結び、四線に正しく文字を書く 

１２ 母音 i３文字語）② 空欄に i を書き入れて、３文字語１２語を読む 

１３ 母音 a と e と i（３文字語） a, e, i を書き入れて３文字語を完成し、読む 

１４ 母音 o（３文字語）① ３文字語と絵を結び、四線に正しく文字を書く 

１５ 母音 o（３文字語）② 空欄に o を書き入れて、３文字語１２語を読む 

１６ 母音 a と e と i と o（３文字語） a, e, i, o を書き入れて３文字語を完成し、読む 

１７ 母音 u（３文字語）① ３文字語と絵を結び、四線に正しく文字を書く 

１８ 母音 u（３文字語）② 空欄に u を書き入れて、３文字語１２語を読む 

１９ 母音 u（３文字語）③ 
３文字語を自由に埋めて 

４×５マスのビンゴをする 

２０ ３文字語のフレーズ 
８つのフレーズを読み、その意味に合う絵を選

ぶ 

 

 

 

 

 



（５）活動例（展開） 

 

過程 

（時間） 

児童の活動 学級担任の活動 ＡEＴの活動 指導上の留意点 準備 

 

Greeting 

（１） 

 

Hello, everyone!  

How are you? / I’m fine, thank you, and you? 

I’m fine, too. Thank you. 

●元気よく挨拶する。 

●全体の挨拶の後に

ＡEＴ．ボランティ

ア児童１人１人と

挨拶する。 

 

 

 

Song 

（3） 

 

１ 歌 

「 Ｙｏ ｕ  ａ ｒ ｅ  ｍｙ  

ｓｕｎｓｈｉｎｅ」  

①HRT と一緒に声

を出して練習す

る。 

②CD に合わせ、元

気よく歌う。 

 

 

・元気に明るく歌う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歌詞 

CD 

ラ ジ

カセ 

Activity 

(６) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ アクティビティ

① 

音に着目する指導 

 「発音神経衰弱」 

①絵カードの言葉

とその最初のア

ルファベットの

音を全体で練習

する。 

②カードをお互い

に見えないよう

にもらう。 

③最初のアルファ

ベットの音だけ

を言いながら同

じアルファベッ

トの仲間を探す。 

④同じ発音の仲間

が４人見つかっ

たら座る。 

 

 

・アイコンタクト、ボディーラング 

 ィッジなどを使い、同じアルファ  

 ベット（絵）の友達を見つけるや

り方を説明する。 

・集まった仲間が同じアルファベッ 

 トかどうか、クラス全員で確認す 

 る。 

 

 
 

●練習の意欲を持た

せるため先にカー

ドを配る。 

●発音が難しいもの、 

 紛らわしいものの  

 時には、once more 

 と児童が言うように 

 指導する。 

●悪い例を担任がや   

 って見せる。 

●発音の分からない 

 児童にはボランテ 

 ィアやＡＥＴがつ  

 くように配慮する。 

絵 カ

ード 

Flash 

Card 

（２） 

 

 

３ フラッシュカー

ド（絵が中心のもの） 

①HRT の後に続い

て発音する。 

②２回、３回と続け

て発音する。 

③リズムにのって

発音する。 

 

 

・フラッシュカードの見せ方や発音

の仕方を工夫して楽しく活動で

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 明るく歌うことを楽しんでいる

か。 

 

評 リズムにのって発音することを楽

しんでいるか。 

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド 



（６）効果の検証 

 

１１月に行った発音の活動に関するアンケートでは、次のような結果となった。 

 

１、発音の活動は楽しいですか。    （３８／３８人） 

                         

                          「とても楽しい」と答えた児童 

（１４人）、「楽しい」と答えた児童 

（１５人）となり、多くの児童が楽し

く英語活動に取り組んでいると考え

られる。 

                          「ふつう」と答えた児童が８人 

                         「楽しくない」という児童が１人 

                         いた。 

 

 

 

 

 

 

２、楽しい理由を教えて下さい。（とても楽しい・楽しいと答えた児童のみ・複数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理由としては、ゲームの面白さもあるが、音に関して、「日本語と違う」「アルファベットの

音がわかった」などと、活動を通して発音を意識できるようになってきている。児童が、意識

することで、「聞く耳」を持つことができ、中学校英語への接続も容易になってくると考える。  

 発音に関しては、児童の活動を通した気づきの中で、意識することによって身に付く分野で

ある。このアンケートから、「活動が楽しい」という思いの中に、「発音が上手になった」「英語

を聞き分けることができるようになった」「英語が読めるようになった」という自分の成長への

喜びを読み取ることができる。 

 

  

 

36%

40%

21%

3% 0%

とても楽しい

楽しい

ふつう

楽しくない

ぜんぜん楽しくない

3 

11 

19 

3 

10 

7 

7 

0 5 10 15 20 

その他 

発音だけで班を作るのがおもしろい 

ゲームがおもしろい 

日本語と違う音がだから 

英語の発音が上手になるから 

英語が読めるようになった 

アルファベットの音がわかった 



４ 授業提案 

（１）ねらい 

①発音、アルファベット指導、アクティビティ（言語活動）をバランスよく構成した一単

位時間の学習過程の提案と検証 

②楽しくコミュニケーションをとることができるためのアクティビティ（言語活動）の提

案と検証 

③楽しく発音する活動の内容と方法の検証 

④アルファベット指導の内容と方法の検証 

 

（２）検証方法 

①研究授業及び研究協議からの検証 

平成２０年１１月１２日（水）第５校時 所沢市立東所沢小学校第 5 学年 1 組 

②児童の意識調査からの検証 

平成２０年１１月２８日（金）対象:所沢市立東所沢小学校第 5 学年 1 組児童 38 名 

内容 ・大きな声で恥ずかしがらずに発音することができたか 

   ・ビンゴをしながら発音する活動は楽しかったか 

   ・アルファベットを書き写すことができたか 

   ・書き写す活動は楽しかったか 

   ・自分の好き嫌いを話すこと、友達の好き嫌いを聞くこと、自己紹介をする

ことができたか 

   ・その活動は楽しかったか 

   ・積極的に友達とコミュニケーションをとることができたか 

   ・コミュニケーションをとることは楽しかったか 

 

（３）授業構想 

  ①ウォームアップ・発音・アルファベット指導・アクティビティ（言語活動）の４段階の 

過程を取る。メインのアクティビティを後半に据える。 

  ②もっとたくさん話したいという思いを高める工夫。 

・インフォメーションギャップを使ったゲーム性の工夫。 

・幅広くたくさんの友達と触れ合うルールの工夫。 

・英語ノートからのアクティビティ。 

  ③ビンゴを使って、ゲームの楽しさとともに発音の楽しさにつなげる活動を取り入れる。 

  ④発音の活動で扱った単語の中から単語を書き写す活動を取り入れる。間違えやすい文字 

を含めたもの。適切な量となるよう４単語。 

 

 

 

 

 

 



（４）指導案 

第５学年１組 外国語活動指導案 

平成２０年１１月１２日（水） 

第５校時 5 年 1 組 教室 

児童数 男子２０名 女子１９名 計３９名 

授業者 花岡 志乃 

１ 単元名 自己紹介をしよう（好き嫌いをたずねてみよう） 

 

２ 単元について（児童の実態・教材観・指導観） 

本校（本学級）ではこれまで、英語に親しむ機会、英語活動の時間が年間 6 時間程度と、

多いとは言い難い。そのような中、数尐ない AET との英語活動では、子どもたちは生き生

きと活動している。とはいうものの、授業終了頃になってやっと楽しみ始めるという、慣れ

ることに時間のかかる子がいるのも現実である。学級担任が英語の授業を展開することがで

きれば、子どもたち、特に慣れることに時間のかかる子も、より英語に親しむことができる

のではないか。 

本単元ではまず、英語によるあいさつ及び warm-up で、英語の学習に向けての雰囲気作り

をする。warm-up には今回、絵ビンゴを取り入れた。ビンゴというゲームの持つ魅力により、

自然に英語の発音をすることの楽しさを味わえるのではないかと期待する。 

また、小学校の高学年は中学校の英語につなげる大事な時期と考える。中学校英語につな

げる上で、アルファベットを書くことができることは、学習の基礎として欠かせない。ビン

ゴで出てきた、親しみのある単語を書き写す学習によって、アルファベットの定着も目指し

たい。 

さらに、来年度からは５，６年生を対象に英語ノートも導入される。英語ノートで扱われ

ている単元の中から、今回は自己紹介（Do you like~?  Yes , I do.  No , I don’t. I like ~.  

I don’t like~）を選んだ。身近な言葉を英語で表現して好き嫌いをたずねることは英語活動

の経験の尐ない子どもたちにも親しみやすく、楽しくコミュニケーションをとることができ

るのではないかと考える。 

まずは、言ってみる、やってみることから英語に親しみ英語の魅力に気付き、自分から英

語でコミュニケーションをとることができる子どもを育てたい。 

 

３ 単元目標  

・日本語には様々な英語が起源の言葉（外来語）があることに気付く。 

・友だちと積極的に好き嫌いを確認し合う。 

・英語で自分の好き嫌いを相手に伝える。 

・アルファベットを書き写す。 

・友達と積極的にコミュニケーションをとる。 

 

４ 評価規準 

・英語語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図る。 



・英語語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる。 

・ビンゴで使った英単語（アルファベット）を書き写せたか。 

５ 単元計画 

第 1 時 好きですか・・・相手の好きなものやきらいなものを聞いてわかる 

第 2 時 好き嫌いをたずねてみよう・・・自分の好ききらいを答える 

第 3時（本時） 好き嫌いをたずねてみよう・・・相手に好ききらいをたずねる 

第 4 時 自己紹介をしよう・・・相手に好ききらいをたずねる 

 

６ 本時の活動 

（１）本時の目標 

・ 相手に好き嫌いをたずねる。 

・ 積極的にコミュニケーションを図ろうとする。 

（２）展開 

過程 ・学習活動  ◎児童の活動 ○学級担任の活動 指導上の留意点 教材 

あ 

い 

さ 

つ 

(1) 

・あいさつの歌を歌う。 

○Hello,hello,hello,how are you? 

◎I’m fine, I’m fine, I’m fine,thank you and you? 

◎Hello,hello,hello,how are you? 

○I’m fine, I’m fine, I’m fine,thank you and you? 

・児童の緊張をほぐすよ

うに指導者自らが元気よ

くあいさつの歌を歌う。 

CD 

あ い

さ つ

の歌 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵 

ビ 

ン 

ゴ 

 

(10) 

・warm-up（絵ビンゴ） 
○一人 1 枚のシートとビンゴのカード 9 枚をとり 

並べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎単語の発音をする 

○担任の発音を聞いて繰り返す。 

◎発音した単語の絵を見せる。 

○担任の示した絵と同じカードをひっくり返す。 

◎全てのグループに一人以上ビンゴが出るまで繰り返

す。 

◎ビンゴできた子にはシールを渡す。 

 

 

 

・音楽を流し、曲が終わ

るまでに準備できるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・テンポよく発音する。 

・うまく発音できなかっ

たものは、もう一度発

音する。 

 

学 研

教材 

+ 

自作 

ｶｰﾄﾞ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

pineapple  apple   strawberry   banana   fish   skiing     

orange juice   soccer    baseball    cat   swimming   

ice cream    milk   dog    rabbit   bird  
（以上 16 個 英語ノートｐ２５で出てくる単語） 

mop    net    ten    six    cloud    pen    bag    sock   

red    cold    bus    wind    sad    box   pig   web    

sun   stop   pin   bed   hat   leg   hose   hand   
         （以上 24 個    計 30 個の単語） 

AET や JTE との TT ポイント① 

・担任とも AET ともあいさつする 

・担任と AET とのあいさつを見せる 

・担任も AET も一緒に歌を歌う。 

 立ち位置を時々交代する。 

AET や JTE との TT ポイント② 

・ネイティブの発音を聞き、発話する。 

・担任は子どもの中に入って支援。 

・時々役割を交代したり、注意を要す

る発音について AET に質問する形

で指導を深める。 

 

 立ち位置を時々交代する。 



 

文 

字 

指 

導 

(5) 

・出てきた単語を書き写す。 
◎単語を提示する。 

 

 
○練習用紙を出し、黒板に示された単語を書く。 
○早く書き終わった子には、書きたい単語を自由に書

いてよいことを指示する。 

・特に書き間違えの多い

文字（a/d n/h a/u h/b 

b/d p/q r/v r/n ）に注

意を促す。 
（机間指導及び事後のノ

ートの観察） 
・一つの単語につき３回    

ずつ書かせる。 

英 語

ﾌｧｲﾙ

（ 練

習 用

紙） 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

 

 

 

(28) 

 

【Activity】 インタビュー 
○やり方をデモンストレーションで示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◎自分の好きなものを選ぶ。（飲み物、食べ物から１

つ。スポーツから１つ。動物から１つ。計３つ） 
○友達の好きなもの、嫌いなものを予想して、友達に

インタビューする。当たると名刺を獲得できること、

外れても  を獲得できること、2 回戦行うことを

説明指する。 

◎一人目は隣の席の友達にインタビューする。（2 人

目からは自由に） 
 

・結果の発表をする。 

○獲得枚数 3 枚以上、ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ人数５人以上から聞く。 
◎獲得名刺の枚数、インタビュー人数を発表する。 
○インタビューして分かったことを発表するよう指示

する。 
◎誰が何を好きか発表する。 

 

・子どもの中からボラン

ティアを募り、自分た

ちにできる気持ちを持

たせる。 

 

・何人にｲﾝﾀﾋﾞｭｰできた

か？何人の好みを当て

られたか？友達と競わ

せることで、必要感を

持たせる。 

・約束１：同じ子には 1

回しかｲﾝﾀﾋﾞｭｰできな

い。 

・約束２：もらった名刺

は大切にする。（名刺

ホルダーにはらせる。） 

・約束３：男の子は女の

子に、女の子は男の子

にも必ずｲﾝﾀﾋﾞｭｰする。 

・約束４：ｲﾝﾀﾋﾞｭｰすると

きは相手の目を見て話

そう。 

・Do you like~?の表現を

使えなかったり、単語

の発音ができず、絵で

指し示したりしても、

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとろうと

することができれば許

容する。 
・インタビュー結果を紹

介することで、互いの

好き嫌いに興味を持た

せるようにする。 

（ 英

語ﾉｰ

ﾄ) 

英 語

ﾌｧｲﾙ 

 

あ 

い 

さ 

つ 

(1) 

 

 

 
・さよならの歌を歌う 

○Good-bye.,good-bye ,good-bye to you. 

Good-bye.,good-bye ,oh,see you again. 

◎Good-bye.,good-bye ,good-bye to you. 

Good-bye.,good-bye ,oh,see you again. 

・次回の英語も楽しみに

なるよう、楽しく歌う。 

CD 

さ よ

な ら

の歌 

bag   sun    bed    hat    

①教室内を歩き出くわした子に声をかける。 

 ○Excuse me ~. Do you like~? 

②相手の好みを当てられたら、相手の名刺を

もらう。外れたら、  に色をぬる。 

◎Yes, I do.→名刺獲得 / No, I don’t.→  

獲得 

○Thank you. 

◎You are welcome. 

③役割を交代する。 

④次の相手に声をかける。②③ 

＊以上の内容を５分間繰り返す。 

AET や JTE との 

TT ポイント③ 

・担任と AET とで例示。 

＊表情とアクションを

豊かに 

ゲームの内容のみなら 

ずよりよいコミュニケ 

ーションの方法を示す。 

AET や JTE との TT ポイント④ 

・担任と AET と子どもたちの中に入

って支援する。 

AET や JTE との TT ポイント⑤ 

・担任とも AET ともあいさつする 

・担任と AET とのあいさつを見せる 

・AET に本時の子どもたちの活動を

ほめてもらう。 

I like dogs. Taro and Mei and Ken like dogs,too. 



７ 板書計画 

 

絵ビンゴ  

 

   書いてみよう   bag   sun    bed    hat    

 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰしよう  Excuse me ~. Do you like~?  

            Yes , I do.→名しゲット  /  No , I don’t.→  ゲット 

Thank you. 

You are welcome. 

 

 

 

pineapple  apple  strawberry  banana   orange juice    ice cream    milk 

 

 

 

      baseball  soccer  swimming    skiing 

 

 

   

cat     rabbit       bird     dog      fish       

          

        

約束１：同じ子には 1 回しかインタビューできない。 

約束２：もらった名しは大切にしよう。（後で、名しホルダーにはろう。） 

約束３：男の子は女の子に、女の子は男の子にも必ずｲﾝﾀﾋﾞｭｰしよう。 

約束４：ｲﾝﾀﾋﾞｭｰするときは相手の目を見て話そう。 

 

 

（５）研究協議による検証 

①授業者の振り返り 

 ・子どもたちがにぎやかだった 

 ・時間が気になり、前時までに似たような経験をさせていたのでアクティビティのデモ

ンストレーションをカットした。そのためゲームの仕方がうまく伝わらず、子どもか

らの質問が多くなってしまった。 

   ・子どもたちは Bingo が大好き。発話するのも好きになった。 

 

 

「ふりがな」について・・・ 

できれば、ふりがなをふらずに指導したい。 

初めての単語を扱う時や長文を読む時など、

間違えないようにしたり、不安を取り除いたり

するために補助的に示す場合がある。 

 ふりがなをふるときには、平仮名でふると音

の柔らかさなどが表現できてよい。 



②早稲田大学 保崎則雄先生より 

   ・今の子どもたちには「音」「コミュニケーション」が、絶対的に足りていない。 

   ・４５分の授業の中で、子どもたちがどれだけ「音」出していたか（発音していたか）

が重要。 

   ・「書き写す」だけでなく、「聞き写す」必要がある。 

   ・今、目の前にいる子どもたちに何が必要なのかを考えることが大切。 

   ・先生の情熱は、子どもたちに伝わる。 

③所沢市立教育センター 山本直子先生より 

   ・子どもはよい発音をしていた。 

   ・先生がデモンストレーションをすることは、子どもたちにとって分かりやすいという

だけではない効果がある。先生のデモンストレーションを見ながら何をしているのか

漠然と想像することも大事。 

   ・タッチするだけで音が出て発音を練習できる電子黒板が３月までに全校に入る。 

  ④ビンゴを取り入れた発音指導について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【効 果】 

   ◎継続して取り組めていることからか、子どもたちがビンゴに慣れていて絵を見ている

子はあまりいなかった。音で反応していた。 

   ◎フォニックスと比較すると、音に集中するのはフォニックスだが、システムとして

bingo がとても有効であると感じた。子どもたちも声をよく出していた。 

   【より効果的にするための視点】 

   ○黒板に背を向ける子がでないよう座席の配置を工夫していく。 

   ○取り上げる単語について、今回は英語ノートに基づいて作成したが、短く簡単な単語

に絞ったり、あえて発音の似た単語（box と fox など）を入れたりする方法も考える。 

   ○今回提案できた「小学校で共通して扱うべき英単語」をカードにしてストックする。 

   ○小学校では発音に自信がない先生が多いので、AET や JTE との TT を工夫したり、

CD を作成したりしておく。 

 

  

  

 



  ⑤「書き写す活動」を取り入れたアルファベット指導について 

 

 

 

 

 

 

   【 効 果 】 

   ◎５分間で子どもたちは集中して、しっかり書いていた。 

   ◎時間が短いと思っていたが、十分な活動量だった。 

   ◎活動時間・内容・質ともとても有効だった。 

   【より効果的にするための視点】 

   ○意味や発音も大事だが、この活動では文字の形を捉えることを目標にする。 

   ○空書きをするなど、４線をしっかり意識させる時間をとる。 

   ○板書の文字の大きさに配慮する。 

   ○書けた単語の数を競わせると雑になってしまうので注意する。 

⑥アクティビティの工夫について 

 

 

 

 

 

 

   【効 果】 

   ◎適度なインフォメーションギャップが子どもの発話意欲を大きく高め、有効だった。 

   ◎単元計画が適切で、子どもたちがスキットに慣れていた。 

   【より効果的にするための視点】 

   ○スキットが完璧に言えなくても、言ってみようとする姿勢を大切にする。 

   ○よいやりとり（コミュニケーション活動）をしている子を、とりあげほめていく。 

   ○色々なシチュエーションで“Do you like~?”を表現する活動を取り入れる。 

Do you like どらやき？でもいい、自分が本当に伝えたい・知りたいことを伝え合う活

動等と組み合わせて単元計画を組む。言葉の奥にある心を表現するやり方もある。 

⑦学習過程について 

   【効 果】 

   ◎適切な学習活動が、無理なく自然な流れで構成されていた。 

⑧その他の内容に関する協議内容 

   【効 果】 
   ◎最後に、今日の４つの約束について振り返らせたのは効果的であった。 
   【より効果的にするための視点】 
   ○小学校の教員が、クラスルームイングリッシュに慣れていく。 
   ○発音、特に子音・音の長さ・アクセントなどを意識して練習する。 

   

   

 

 



35%

46%

11%

5% 3%

できた

どちらかとい

うとできた

どちらともい

えない

どちらかとい

うとできない

できない

63%
24%

13% 0% 0%

楽しかっ

た

どちらかと

いうと楽し

かった

どちらとも

いえない

どちらかと

いうと楽し

くなかった

楽しくな

かった

（６）児童の意識調査による検証   11 月 28 日（金）38 人 実施 

１ 大きな声で恥ずかしがらずに発音することができましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 ８０％以上の児童が、

できた・もしくはどちら

かというとできたと回答

している。大きな声は恥

ずかしいという回答をしている児童も、発音自体ができなかったわけではないようである。今

後、何度も繰り返し学習することで、自信をもつことができると考える。 

 

２ ビンゴをしながら発音する活動は楽しかったですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 ご褒美のシールにつられている児童もいたが、そこをきっかけにビンゴというゲームの持つ

魅力により、楽しみながら発音することができていたようである。子音とアクセントの位置に

ついての指導者研修、ＡＥＴとの連携も必要である。 

 

選択肢・人数 理由 

できた 13 何回かやっているうちに覚えたから  分かったから  英語が楽しいから 

大きな声でしゃべれた  大きな声でたくさん言えたから 自信があるから 

よく言えた  みんなで言うから楽しかった  発音するのがおもしろい 

簡単なのがたくさんできた  ちゃんと覚えて言えた  英語を習っている 

どちらかと

いうとでき

た 17 

英語の授業は楽しかったから 

ちょっと恥ずかしかったけどみんなで言うと大丈夫 

発音の仕方があまり分からなくて大きな声ではできなかった 

英語って発音しづらい  先生に続けて言ったから 

あんまり声を出していなかった  

楽しかったので恥ずかしいという思いがなかった 

中くらいの声でできたから 

たまに何て言ってるか分からなくなったときがあったけどそれ以外はできた 

発音するのは楽しいから２  恥ずかしくない 

大きな声を出せなかった（のどが痛かった） 

どちらとも

いえない 4 

大きな声だと恥ずかしいから  英語があっているか不安だったから 

大きな声でできたり、小さい声になったりした 

どちらかと

いうとでき

ない 2 

恥ずかしかった２ 

できない 1 まちがってたりするといやだから 

選択肢・人数 理由 

楽 し か っ

た 24 

いろいろなものを英語でいうから覚えられる 

ビンゴするとシールがもらえるから楽しかった５ 

ビンゴがすきだから２  覚えようと思ったから 

先生がリズムにあっていたところが楽しかった。 

発音するのも分かりやすくて楽しかった  楽しかったので発音もできた 

ビンゴをしてアルファベットを覚えられるのが楽しかった 

リズム感があって楽しかった  楽しかった４ 

いろいろな言葉を発音できて面白かった 

シールがもらえるのが楽しくて面白かったのでやる気になった 

ビンゴになるとうれしい 

ど ち ら か

と い う と

楽 し か っ

た 9 

ビンゴしながらだと発音しやすい 

シールがもらえるのがうれしかった３ 

発音してビンゴするのは楽しかった 

たまに言い忘れちゃうところがあってちょっとできなかった 

ど ち ら と

も い え な

い 5 

先生の発音で「fox」が「box」に聞こえたのはなぜ 

友達や班の人のを見てしゃべったときがあった。でもちゃんとやれた 

あまり大きな声ではできなかった 

ど ち ら か

と い う と

楽 し く な

かった 

 

楽 し く な

かった 
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３ アルファベットを書き写すことができましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 ９０％を超える児童ができたと回答している。書き写すだけの活動ではあるが、書けるとい

うことが「できた」という気持ちにもつながり、「もっと書きたい」という意欲として表れた。

実際に子どもたちの書いている様子を見ていると、真剣そのものでシーンとした空気の中で一

生懸命に書いていた。 

 

４ 書き写す活動は楽しかったですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 ７５％の児童が、書き写す活動が楽しかったと回答している。問３での結果と総合すると高 

学年段階の知的欲求に合った活動であったといえる。楽しかった理由を自由記述で書いた児童 

の言葉からもそのことがうかがえる。一方、普段の授業で板書を書き写すことを苦手としてい 

る児童は、“書く”という行為自体が苦手で、内容が英語に代わっても苦手意識はぬぐいきれ 

なかった。楽しくなかったと回答している児童には、個別のさらなる手立てが必要となる。 

 

選択肢・人数 理由 

できた 25 ゆっくり落ち着いて書けた  たくさんなるべく上手な字で書けた 

英語を習っている方きれいに書くのは得意２  公文でやっているから２ 

シールのために  線を気にしながら上手く書き写すことができた 

これはできた  むずかしい英語も書けた 

時間はかかったけど上手に書けたのでよかった 

たくさん書けたからうれしかった２ 

難しかったけど、先生が出した課題は書けた  簡単だから 

きれいな字で速く書けた  かなりていねいに書けた 

裏に書いてあったからスイスイできた  楽しかった２ 

お手本を見ながらやったから  書くと覚えるし楽しくできたから 

アルファベットは書くのが楽しかった  英語が楽しかった 

ど ち ら か と

い う と で き

た 9 

四本線のどこに書くのかよく分からなかった 

ていねいにできた  きたないけどできた２ 

ど ち ら と も

いえない 3 

たくさん書くとシールがもらえてプレッシャーがかかった 

うまく書けないときもあったけどきれいに書けたほうが多かった 

ど ち ら か と

い う と で き

ない 

 

できない  

選択肢・人数 理由 

楽しかった 

   18 

うまく書くとシールがもらえるから３   

いっぱい書くとシールがもらえる 

英語を習っているので分かるやつが多かったから楽しかった 

書くのが楽しかった３  時間制限があるから  たくさん書けた 

そんなに書くことがなくて楽しかった めあてがあってやる気が出た 

書くのはもともと好きだし、英語を書くと覚えられるから 

お手本を見ながらやったから  書くと覚えるし楽しくできたから 

今までよく分からなかった英語が少し書けるようになれたから 

どちらかと

いうと楽し

かった 9 

線に合わせて書き写すのが楽しかった  アルファベットを覚えるの

がよかった 

書き写すのが好きだから  できたから  面倒だけど楽しかった 

うまく書けないときもあったけど、きれいに書けたほうが多かった 

どちらとも

いえない 

    5 

字のバランスが上手く書けなかった  ちょっと面倒 

最初のうちはシールがあるというということだったからいい気持ちに

はなれなかったけど書くのは楽しかった 

どちらかと

いうと楽し

くなかった 

    2 

英語を書き写すより日本語を書き写すほうがいい 

楽しくなか

った  2 

楽しくない  書き写すことが嫌いだから 
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５ 自分の好き嫌いを話すこと、友達の好き嫌いを聞くこと、自己紹介をすることができましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 ８０％を超える児童ができたと回答している。コミュニケーションが学習の目標の一つであ

るため、異性の児童にも必ず話しかけることを約束にしていた。そのことが高学年の児童にと

っては「嫌だ」と感じる場面があったようである。反面、よい機会ととらえ楽しく活動できる

児童もいた。この活動も、発音と同様、経験を重ねることで克服できると考える。 

 

６ ５の活動は楽しかったですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 ９０％近い児童が楽しかった・どちらかというと楽しかったと回答している。予想以上に英

語で会話すること、相手のことが分かることが楽しいと感じている児童が多かった。普段日本

語でコミュニケーションをとっていて、知っていることばかりなのではと思っていたが、英語

だからこそできるコミュニケーションがあるのだということを考えさせられる結果であった。 

選択肢・人数 理由 

できた 

20 

話をした人に好き嫌いのことで悪口を言われないから   

名刺交換ができた 

簡単だった２  しゃべっていると楽しい２ 

友達のも聞いていて楽しかった  英語を自分から話すことができた 

自分の好き嫌いを話して、友達の好き嫌いを聞くのはなんか恥ずかし

かったけどできた 

自分のことを知ってもらうのがうれしい 

ひとの好き嫌いを聞くのが楽しかった２  １５人以上とやった 

たくさんの人と話せた２  英語で会話できて面白かった 

名刺をもらうのが面白いし楽しい２ 

どちらか

というと

できた 

10 

女の子とはできたけど、男のことはできなかった２ 

楽しかった 

少し恥ずかしかったけど楽しかった２ 

どちらと

もいえな

い  5 

好きでも嫌いでもない 

スラスラとはいかなかった 

友達の嫌いなものとかが聞けてこういうのが嫌いなんだと分かるから 

男の子には積極的には言えなかった（１人）女の子にはアイコンタク

トして言えた 

どちらか

というと

できない 

 

できない 

   1 

面倒 

選択肢・人数 理由 

楽 し か っ

た  18 

初めて英語で話したから  英語が好きだから   

しゃべっていると楽しい２ 

友達の好き嫌いを聞けて楽しかった 

今までは話せなかったけど話せるようになったいろいろ聞いて、自分

のことを話して楽しかった 

友達のいろいろな所がわかった  

いろいろな人と英語で話すのが楽しかった３ 

たくさん話せた  友達とできたから 

ど ち ら か

と い う と

楽 し か っ

た  15 

友達の好きなものを知ることができてよかった２ 

みんなのことがよく分かった  名刺がもらえるとうれしかった 

なんとなくできた 友情が少し深まった気がする 英語で会話できた 

面倒だった 

ど ち ら と

も い え な

い  2 

自分のことを言うのに少し戸惑った 

ど ち ら か

と い う と

楽 し く な

かった 1 

女子とやるのは無理やりという感じでやった。もっと気軽に自己紹介

しないと英語が嫌いになっちゃう 

楽 し く な

かった 1 

 



33%

25%

36%

3% 3%

できた

どちらかと

いうとでき

た
どちらとも

いえない

どちらかと

いうとでき

ない
できない

32%

30%

30%

5% 3%
楽しかった

どちらかというと

楽しかった

どちらともいえ

ない

どちらかというと

楽しくなかった

楽しくなかった

７ 積極的に友達とコミュニケーションをとることができましたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 コミュニケーション自体はとれていたようであるが、積極的にというと疑問を感じる児童が

多いようである。特に今回、異性の児童とのコミュニケーションも約束に入っており、恥ずか

しい気持ちがありながら一生懸命声をかけたという児童にとって、積極的とはいえないという

自己評価につながったようだ。 

 

８ コミュニケーションをとることは楽しかったですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察 

 ７で積極的というと疑問が残る児童が多かったため、楽しかったか？と考えた時にも、どち

らともいいがたいと感じる児童が３０％にのぼった。ただ、嫌いというわけでもない。繰り返

し学習することで、コミュニケーションをとる経験を積むことができ、自信を持って活動する

ことができるようになると考える。 

選択肢・人数 理由 

できた  12 名刺が集まってうれしかった 

楽しいから２ 

できるだけたくさん話しかけた 

友達に声をかけてもらって一緒にやった 

誘われる前に自分から誘って話ができた 

たくさんの人と話せた 

友達と会話したり遊んだりするのが楽しい 

たくさん話しかけられて、たくさん自分から話しかけた 

どちらかとい

うとできた 

     9 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは友達とやることで友達のことをもっと知ることが

できて友達運が上がる 

ちょっと恥ずかしい所もあった 

どちらともい

えない 13 

友達と仲良くなれた 

多くの人とはできなかった 

女子とやるのは無理やりという感じでやった。もっと気軽に自

己紹介しないと英語が嫌いになっちゃう 

できたときもあるけど、あまりできないときがある３ 

とれかけど積極的ではない 

自分が言うのにてこずってしまった 

普通にやっていたのでｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとることを考えていなかっ

た 

どちらかとい

うとできない 

     1 

 

できない 1 あまり積極的ではない 

選択肢・人数 理由 

楽しかった 

    12 

あまり話さない友達と話せた 

しゃべると楽しい 

英語で間違いが少なくなった 

いろいろな人と英語でしゃべるのが楽しい２ 

どちらかと

いうと楽し

かった 11 

みんなのことが分かった２ 

国語とかより英語のほうがｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがとれてよ

かった 

コミュニケーションをとると友達のことがよく

分かる気がする 

ちょっと恥ずかしかったけど楽しかった 

どちらとも

いえない 11 

よくわからない 

二人ぐらいとしかやっていないからよく分から

ない２ 

日本語はｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとりやすいなと思った 

どちらかと

いうと楽し

くなかった 

    2 

ビンゴのほうが楽しかった 

楽しくなか

った  1 

 



Ⅴ まとめ（成果と課題） 

 

本研究では、教師の戸惑い、そしてなにより子どもの戸惑いを解消するために「中学校に上

がってくる複数の小学校で、子どもの英語への慣れ、既習の内容が違いすぎる。これを何とか

してほしい。」「発音指導や文字指導はしなくていいのだろうか。」といった現場の教師の声から、

小学校外国語活動の授業づくりに取り組んだ。小学校と中学校を「聞くこと」の線・「発音する

こと」の線・「書くこと」の線・「コミュニケーションに生かすこと」の線で繋ぎ、それぞれに

ついて何を、いつから、どのように扱うかを明らかにし、すぐに実践に生かせるような具体的

な提案を目指してきた。 

 研究の成果については、本文各項での具体的な提案、そして、提案授業後のアンケートに記

された子どもたちの言葉そのものが成果であるのだが、最後に要約した形で成果と課題をまと

め、結びとする。 

 

１ 成果 

（１）中学校へスムーズに接続するための視点および具体的な手立てを提案でき、実践を通し

て効果を検証できたこと 

  ①尐なくとも所沢市内の小学校で共有できる「小学校で共通して扱うべき単語一覧」を作

成でき、別の小学校外国語活動準備委員会等へも資料として提案ができた。 

  ②アルファベット指導の留意点を明確にするとともに、指導方法を例示できた。アルファ

ベットに慣れる活動は、高学年段階の児童の知的欲求に合った活動であることが確かめ

られた。 

  ③発音の指導について、10 分程度で継続して取り組める 2 つの指導方法を具体的に提案で

きた。日常の授業に無理なく効果的に取り入れることができることを確かめられた。 

（２）中学校へのスムーズな接続に繋がる手立てを取り入れた１つの授業モデルを提案でき、

効果を検証できたこと 

  ①１単位時間の学習過程の中に、「聞くこと」「発音に慣れること」「書いてみること」「コ

ミュニケーションに生かすこと」のそれぞれについての提案を無理なく生かした授業モ

デルを提案できた。 

  ②子どもが英語に慣れ親しみ自然に吸収する形で基礎を培い、かつ、中学 1 年の英語にス

ムーズに接続する外国語活動の授業の有効性を確かめられた。単元計画の中で様々なコ

ミュニケーション活動を取り入れることや、必要に応じ TT 等の指導形態を取り入れる

ことで、さらに効果的に展開できる可能性を見出せた。 

 

２ 今後の課題 

（１）既に問題となっている、異なった指導方法・内容を経験してきた子どもたちが一つの中

学校区に入学してくることによる子どもと教師の戸惑いを、極力早期に解決できるよう、

本研究の取組を広げ役立てていくこと。 

（２）長期的な展望に立ったとき、義務教育 9 年間を見通したカリキュラム（指導段階）の

見直しが必要になる。その際、本研究の取組を 1 つの切り口として役立てていくこと。 


